
嬉野市議会議員　 水山洋輔

実施月日

実施時間

調査先

調査所在

調査の目的

調査先担当者

経 費 の 内 容 支 払 先 金 額 （ 円 ）

会場費

講師謝礼

出席者負担金

旅費 全日本空輸㈱ 27,470

旅費

宿泊費 ダイワロイネットホテル新橋 22,930

合　　　計 50,400

※裏面に領収書、開催通知等を貼付のうえ、実績報告書の支出明細に添付すること。

ゆいの森あらかわの整備について

（様式３－２）　調査研究活動記録票（先進地視察又は現地調査に要する経費）

令和７年11月１7日（月）

９時３０分～１１時３０分

ゆいの森あらかわ

東京都荒川区2丁目50‐1

上記活動に要し
た経費

会議や研修等の資料についても整理保管すること

小林副区長/斎藤区議会議長/地域文化スポーツ部ゆいの森課岡村課長/議会事務局川上氏、伊藤氏

内容・結果等

（内容）　ゆいの森あらかわは、荒川区の中央図書館機能と小説家の吉村昭文学記念館、

屋内の子どもの遊び場・子育て支援拠点を融合した施設として2017年に会館。

従来の図書館や子育ての担当課の縦割りではなく、ゆいの森課を設置し区直営で施設を運営。

利用者向けの託児所や0歳から就学前の子どもが遊べる室内遊びラウンジの施設があり、

学びラウンジでは子どもたちが体験キットなどを活用した実験やワークショップも開催されている。

（まとめ）　フロアで利用する年齢層や目的が分かれており、施設内は会話の制限もなく、

災害時の一時避難所としても活用できる施設となっている。

乳幼児から高齢者まで全世代を対象に、学び、読書、交流の場、コミュニティ拠点として

一部フロアーや席では飲食をする事もできるため、親子で楽しみながら本に触れることができる。

また、保護者がワークショップ中に施設内で一時預かりができるなど、利用者の利便性への

配慮が感じられた。博物館として登録してあり、オリジナルグッズの販売やフードドライブの

引き取り窓口など、様々な取り組みもありリピートしていきたい施設だと感じた。



嬉野市議会議員　 水山洋輔

実施月日

実施時間

調査先

調査所在

調査の目的

調査先担当者

経 費 の 内 容 支 払 先 金 額 （ 円 ）

合　　　計 0

※裏面に領収書、開催通知等を貼付のうえ、実績報告書の支出明細に添付すること。

子どもの権利に関する条例について

（様式３－２）　調査研究活動記録票（先進地視察又は現地調査に要する経費）

令和７年11月１7日（月）

１４時～１５時３０分

川崎市役所

神奈川県川崎市川崎区宮本町1番地

会議や研修等の資料についても整理保管すること

教育委員会事務局生涯学習部地域教育推進課松井課長補佐/こども未来局青少年支援室青少年育成・子ども
の権利担当内藤係長/議会事務局議事調査部政策調査課武田係長

内容・結果等

（内容）　川崎市では、全国に先駆けて子どもの権利に関する条例を２００１年に施行された。

条例制定にあたり２年間で２００回以上の会議や市民集会を開催し、子どもを含む市民全体で、

子ども目線や、実現していくための内容を協議された。条例には、以下の７つの権利がある。

①安心して生きる権利　②ありのままの自分でいる権利　③自分を守る・守られる権利

④成長・自己実現の権利　⑤自己決定の権利　⑥参加の権利　⑦個別の支援を受ける権利

条例制定により子ども会議の開催や子ども夢パークの整備などが実施されている。

（まとめ）　子どもを取り巻く環境や子育て環境には様々課題があるなかで、川崎市の条例

関連する施策について学ぶことができた。今回説明をしていただいた市の職員の方も

当時子ども会議に参加したことで、今は子育てをするなかで子どもの権利や子育てを考える

と言われたことが印象的だった。また子ども夢パーク内にある「フリースペースえん」では、

不登校の子どもが安心できる居場所づくり・学習支援などもされており、嬉野市でも参考に

できる取り組みだと感じた。

上記活動に要し
た経費


